
人口と世帯（平成24年7月1日現在）1,690世帯（+1）　男2,456人（-2）　女2,633人（-4）　計5,089人（-6）
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今 

月 

の 

紙 

面

平成24年（2012）

No .684

1500mフェスティバル開催

おしらせ（夏の青少年健全育成運動 他） 11 ～ 14

おしどり夫婦・窓口から 16

ニュース（片品村ＰＲ訪問団 in 台湾 他） 2～ 7

我が家の自慢料理・方言 10

教育・生涯学習 8～ 9 　残雪で作られたゲレンデを子どもたちが元気に走

り、宝探しをしました。レンゲツツジが満開の三合

平では、一日天候に恵まれたくさんのお客様が来場

しました。

　　　　　　　　　　　　　

（撮影：６月２４日）

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん 

２
人

原 

紘
二
郎　

男 

正
信　
　

花
咲 

星
野 

正
史　

男 

快
浬　
　

下
平

★
婚
姻
さ
れ
た
方 

２
組

　

○
星
野　

利　

明　

築　

地

　
　

横
坂　

円　

佳　

川
場
村

　

○
千
明　

雅　

弥　

摺　

渕

　
　

星
野　

富
美
香　

東
小
川

　

亡
く
な
ら
れ
た
方 

４
人

笠
原 

テ
イ　
　

92
歳　

越
本

今
泉 

悦
司　
　

42
歳　

花
咲

入
澤 

テ
ル
子　

90
歳　

越
本

片
山 

芳
門　
　

84
歳　

越
本

7

いたずらわんぱく 15

ま
さ
の
ぶ

か
い
り

寄
　
付

一
、
金
五
一
、
三
五
〇
円

　

片
品
中
学
校
昭
和
32
年
度
卒

業
生
村
外
在
住
者
有
志
一
同
代

表 

橋
本
き
ん
さ
ん
か
ら
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
に
尽

力
し
た
片
品
村
の
振
興
の
た
め

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
五
一
、

三
五
〇
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

お
心
尽
く
し
に
感
謝
申
し
上

げ
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。寄

付
を
届
け
て
い
た
だ
い
た

今
井
氏
・
星
野
氏
・
萩
原
氏
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印
 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
  　
　
デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活

ミ
　
ニ
　
情
　
報

午
前　

8
時
30
分
〜
12
時
00
分
迄

年
始
年
末
・
祝
日
を
除
く
毎
週
土

曜
日
、印
鑑
証
明
書
・
住
民
票
発
行

及
び
収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

窓   

口   

か   

ら

平
成
24
年
5
月 

20 

日 

〜

　
　
　
　
　

平
成
24
年
6
月
19
日

お

く

や

み

７
／
10
頃
〜

　
　
　
　
尾
瀬
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
開
花

７
／
14　
越
本
祇
園
祭

７
／
15　
花
咲
祇
園
祭

７
／
21　
東
小
川
夏
祭

７
／
28　
笠
科
神
社
夏
祭

７
／
29　
諏
訪
神
社
夏
祭

７
／
29　
武
尊
神
社
夏
祭

７
／
30　
戸
倉
天
王
祭

７
／
31　
尾
瀬
戸
倉
温
泉
納
涼
花
火
大
会

８
／
３
・
４　
名
水
サ
ミ
ッ
ト

８
／
３　
　
　
名
水
ま
つ
り

８
／
３
・
４　
名
水
ま
つ
り
見
学
＆
文
化

　
　
　
　
　
　
財
巡
り
ツ
ア
ー

お

め

で

た

土
曜
日
住
民
課
窓
口
業
務
開
設
中

◉ 若いころの思い出
　若いころは、農業・養蚕・酪農・炭焼きと色々
な仕事を経験した。酪農では搾乳作業がとにかく
大変で、当時は虫歯が一本増えたぐらいキツイと
言われていた。酪 ( 楽 ) 農ではなく苦悩だった。今
になれば笑い話だと語る二人。昭和 40 年に金精
峠が開通し、都会化が進んだため環境が変わり、
副業だった商売が本業に変わったと激動の時代を
良く覚えていると語ってくれました。

おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』
須藤文一さん (85)・はつさん (84)　ご結婚されて63年　お住まい（鎌田）
43歳・42歳当時　（昭和45年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　村の 9 割が山林という村だから、木材を使った
商品開発や、昔は木炭が動力として使われていた
から、発電などに活かすなど、山林が村民の負担
になるのではなく、利益や望みを生み出すように
なると良いと思う。《企業誘致などもあるといいね》
水をきれいに保っていくためにも下水道の問題や
高齢化が進んでいく社会など、すべてのことを含
めて『村づくり』を頑張ってもらいたいね！

善
　
意

納期は７月３１日 (火 ) です。

休日急患診療所（内科・小児科）
診 療 日
診察時間

場 所

日曜、祝祭日
10:00～16:00
（年末年始10:00～15:00）
グリーンベル21（6階） ☎（24）1199

今月の
納期は

口 座 振 替 の 方 は 事 前 に 残 高 確 認 を！

国民健康保険税 第 1 期

上 下 水 道 料 第 2 期
固 定 資 産 税 第 2 期
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ニュース

広 報 か た し な        H24 . 7

片
品
村
Ｐ
Ｒ
訪
問
団
in
台
湾

ニュース

03 広 報 か た し な        H24 . 7

彰化懸政府に説明をする千明村長

関係者に片品村の説明をする様子

　

６
月
24
日
（
日
）
〜
27
日
（
水
）

の
４
日
間
、
観
光
協
会
を
主
体
と

し
た
、
村
長
他
７
名
が
片
品
村
へ

の
誘
客
の
た
め
、
台
湾
へ
表
敬
訪

問
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

25
日
（
月
）
は
、
日
本
向
け
の

ツ
ア
ー
を
数
多
く
取
り
扱
っ
て
い

る
太
平
洋
ワ
ー
ル
ド
・
ト
ラ
ベ
ル

（
台
北
）・
雄
獅
旅
行
社
（
ラ
イ
オ

ン
旅
行
社
）
を
ま
わ
り
、
ス
キ
ー

ツ
ア
ー
、修
学
旅
行
等
の
誘
致（
尾

瀬
、
ス
キ
ー
）
を
紹
介
及
び
具
体

的
な
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
台
湾
ス
キ
ー
連
盟
の

『
陳 

雲
銘
』
理
事
長
と
の
ス
キ
ー

キ
ャ
ン
プ
開
催
に
向
け
た
協
議
や

台
湾
自
転
車
協
会
『
陳 

春
發
』

椎
坂
利
根
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式

　

６
月
19
日
（
日
）
武
尊
１
５
０

０
ｍ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
武
尊
牧

場
三
合
平
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

毎
年
、
武
尊
牧
場
の
レ
ン
ゲ
ツ

ツ
ジ
が
見
ご
ろ
を
迎
え
る
時
期
に

行
わ
れ
、
会
場
で
は
『
津
軽
三
味

線
』『
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
Ｋ
Ｍ
Ｃ
』『
花
咲
ア
ル
プ
ホ
ル

ン
』『
尾
瀬
高
校
吹
奏
楽
部
』『
尾

瀬
高
校
生
の
バ
ン
ド
演
奏
』『
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
』
と
た
く
さ
ん
の
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

尾瀬太鼓愛好会の演奏

理
事
長
と
セ
ン
チ
ェ
リ
ー
ラ
イ
ド

等
の
大
会
誘
致
及
び
片
品
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

６
月
26
日
（
火
）
は
台
湾
国
際

教
育
旅
行
連
盟
『
劉
』
秘
書
長
と

片
品
誘
致
に
向
け
対
談
し
、
高
級

中
学
の
修
学
旅
行
誘
致
。
片
品
の

民
宿
を
利
用
し
た
体
験
宿
泊
を
紹

介
及
び
雪
体
験
の
紹
介
。

　

台
中
市
政
府
『
徐
』
副
市
長
と

片
品
誘
致
に
向
け
対
談
。

　

４
月
に
『
徐
』
副
市
長
が
来
村

し
た
際
に
雪
に
と
て
も
感
動
し
て

い
た
だ
き
８
月
に
も
片
品
村
へ
約

30
名
で
来
村
予
定
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
の
後
、彰
化
懸
政
府
『
楊
』

副
知
事
と
片
品
誘
致
に
向
け
対
談

し
、
11
月
来
村
に
む
け
調
整
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

左：千明村長　右：『徐』副市長

彰化懸の伝統的なレンガ造りの街並

祝
20
周
年　

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル
開
催

　

６
月
30
日
（
土
）
前
日
祭
・

７
月
１
日
（
日
）
の
２
日
間
花

の
谷
公
園
を
会
場
に
『
未
来
へ

ス
ク
ラ
ム
』
を
テ
ー
マ
に
、
ふ

れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル
宝
探
し
in
片

品
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
20
回
目
を
迎

え
、
恒
例
の
「
ち
び
っ
子
商
店

街
」
を
は
じ
め
、
村
民
の
方
に

よ
る
模
擬
店
な
ど
が
開
店
し
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会

や
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
Ｋ
Ｍ
Ｃ

の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
な
ど
で

会
場
は
終
日
大
盛
り
上
が
り
で

し
た
。

　

節
目
を
迎
え
た
「
ふ
れ
あ
い
バ

ザ
ー
ル
」
が
さ
ら
に
飛
躍
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

子ども商店街の様子

フリーマーケットの様子 八千代民舞連による八木節

多くの人で賑わう会場

　

平
成
23
年
３
月
に
着
工
し
た
国

道
１
２
０
号
椎
坂
バ
イ
パ
ス
の

「
椎
坂
利
根
ト
ン
ネ
ル
」（
５
１
０

ｍ
）
が
貫
通
し
、
５
月
31
日
に
ト

ン
ネ
ル
内
で
貫
通
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

貫
通
式
に
は
関
係
者
約
１
０
０

人
が
出
席
。
沼
田
市
長
・
片
品
村

長
な
ど
代
表
者
が
発
破
の
ス
イ
ッ

チ
を
押
し
、
轟
音
と
共
に
貫
通
と

な
り
ま
し
た
。

　

通
り
初
め
を
し
た
関
係
者
は
貫

通
点
で
握
手
や
万
歳
で
貫
通
を
祝

い
、
樽
神
輿
の
渡
御
で
式
典
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

 　

国
道
１
２
０
号
椎
坂
バ
イ
パ
ス

は
、
平
成
26
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
今
後
も
事
業
が
続
き
ま
す
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
） トンネル内を渡御する樽神輿

発破スイッチを押す代表者万歳で貫通を祝う沼田市長と千明村長

１
５
０
０
ｍ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

会
場
で
は
村
民
に
よ
る
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
や
ラ
ー
メ
ン
の
出
店

や
、
恒
例
に
な
っ
た
残
雪
の
ゲ
レ

ン
デ
で
ソ
リ
の
り
や
パ
ン
食
い
競

争
・
宝
探
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
武
尊
牧
場
の

三
合
平
は
満
開
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

を
楽
し
む
お
客
様
で
大
盛
況
で
し

た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

満開のレンゲツツジで賑わう三合平

残雪のゲレンデでパン食い競争
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片
品
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

県
ス
ポ
少
大
会
で
見
事
第
３
位

史
上
初
の
「
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
賞
」
受
賞

第
36
回
群
馬
県
小
学
生
総
体

陸
上
競
技
大
会

道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦

ニュース

05 広 報 か た し な        H24 . 7

　

第
48
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
大
会
（
軟
式
野
球
）
が
５
月
12

日
（
土
）
〜
６
月
16
日
（
土
）
に

桐
生
市
で
県
内
各
地
区
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
24
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
片
品
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
利

根
沼
田
地
区
予
選
を
見
事
に
突
破

し
本
大
会
に
進
出
し
ま
し
た
。
本

大
会
は
１
回
戦
で
沢
小
フ
レ
ッ

シ
ャ
ー
ズ
（
太
田
市
）
を
11―

１
、

２
回
戦
で
は
岩
鼻
ヤ
ン
グ
ホ
ー
プ

（
高
崎
市
）
を
８―

４
、
準
々
決

勝
戦
で
は
赤
堀
野
球（
伊
勢
崎
市
）

を
６―

３
で
そ
れ
ぞ
れ
勝
ち
進

み
、
準
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

準
決
勝
で
は
優
勝
候
補
筆
頭
の
笠

懸
東
小
イ
ー
ス
タ
ー
ズ
（
み
ど
り

市
）
に
敗
れ
、
夢
の
関
東
大
会
出

場
は
惜
し
く
も
逃
し
ま
し
た
が
、

選
手
達
は
雨
の
中
で
も
元
気
よ

く
、
熱
い
プ
レ
ー
を
展
開
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
レ
ー
以
外
で
も
開
会

白
根
山
の
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
復
元

　

６
月
３
日
（
日
）
沼
田
公
園
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
消
防
団
員
の

機
械
器
具
の
取
扱
い
と
操
作
技
術

の
向
上
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
第
二
分
団
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
に
第
三
分
団
が
出
場
、
４
月
中

旬
か
ら
東
消
防
署
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
毎
晩
練
習
を
重
ね
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。

　

結
果
は
第
三
分
団
が
第
五
位
入

賞
、
第
二
分
団
は
第
七
位
と
な
り

ま
し
た
。

　

出
場
分
団
の
選
手
・
役
員
の
皆

さ
ん
長
期
に
わ
た
り
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　

ま
た
、
激
励
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
の
心
強
い
ご
声
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
第
二
分
団
）

　

指
揮
者　

三
浦　

道
明

　

１
番
員　

桑
原　

敏

　

２
番
員　

飯
塚　

雄
一

　

３
番
員　

西
本　

康
人

史上初の「グッドマナー賞」を受賞した選手

　

６
月
10
日
（
日
）
正
田
醤
油
ス

タ
ジ
ア
ム
群
馬
に
於
い
て
、
第

36
回
群
馬
県
小
学
生
総
合
体
育

大
会
ク
ラ
ブ
対
抗
陸
上
競
技
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
品
村
か
ら
は
男
女
合
わ
せ

て
10
名
の
選
手
が
利
根
郡
代
表

と
し
て
出
場
し
、
男
子
１
０
０

０
メ
ー
ト
ル
で
片
品
南
小
学
校

の
戸
丸
純
也
選
手
が
見
事
３
位

入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
リ
レ
ー
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
走
っ
た
片
品
北

小
学
校
の
萩
原
魁
星
選
手
と
片

品
小
学
校
の
鈴
木
せ
つ
か
選
手

も
リ
レ
ー
８
位
入
賞
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

【
男
子
】

★
６
年
１
０
０
ｍ　

　

林　
　

広
大（
片
小
）14
秒
90

★
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　

大
竹　

澪　
（
片
小
）14
秒
89

　

星
野　

隼
希（
武
小
）17
秒
71

★
１
０
０
０
ｍ　

３
位

　

戸
丸　

純
也（
南
小
）

100m競技スタートの瞬間

清掃活動で回収された粗大ごみ

　

６
月
22
日
（
金
）
白
根
山
の
シ

ラ
ネ
ア
オ
イ
復
元
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
復
元
作
業
は
、
白
根
山
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
花
で
あ
る
シ
ラ
ネ

ア
オ
イ
の
絶
滅
を
危
惧
し
、
平
成

五
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
守
る
会
の
メ
ン
バ
ー

を
始
め
県
立
尾
瀬
高
校
生
徒
や
日

本
製
紙
か
ら
参
加
し
た
ボ
ラ
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
約
１
０
０
人
が
、
自

然
公
園
指
導
員
の
指
導
の
も
と
、

弥陀ヶ池周辺で復元作業

平
成
24
年
度
利
根
沼
田
消
防

ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

式
で
の
堂
々
と
し
た
入
場
行
進
、

試
合
後
の
選
手
達
に
よ
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
、
大
き
な
声
・
あ
い
さ

つ
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
48
回
の
大

会
の
中
で
史
上
初
の
「
グ
ッ
ド
マ

ナ
ー
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

現
在
片
品
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で
は

新
入
部
員
を
随
時
募
集
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
友
達
み
ん
な
で

少
年
野
球
の
楽
し
さ
、
勝
つ
こ
と

の
喜
び
を
体
験
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

３
分
11
秒
22

★
４×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
８
位

　

萩
原　

魁
星（
北
小
）58
秒
38

★
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
11
位

　

狩
野　

伯
畝（
片
小
）51
ｍ
45

【
女
子
】

★
５
年
１
０
０
ｍ

　

萩
原　

ゆ
に（
北
小
）15
秒
52

★
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　

桑
原　

佳
那（
武
小
）16
秒
74

★
４×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
８
位

　

鈴
木
せ
つ
か（
片
小
）

　

１
分
01
秒
84

★
走
幅
跳　

23
位

　

星
野　

上
総（
片
小
）３
ｍ
46

　

選
手
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
活

躍
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

山
麓
か
ら
運
ば
れ
た
苗
を
白
根
山

の
弥
陀
ヶ
池
の
西
側
斜
面
に
移
植

し
、
復
元
を
願
い
ま
し
た
。

　

以
前
に
移
植
し
た
苗
か
ら
数
輪

で
す
が
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
開
花
も

確
認
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
移
植
だ
け
で

な
く
、登
山
道
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
、

白
根
山
の
自
然
保
護
活
動
に
も
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　
　
（
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
）

 

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部（
第
三
分
団
）

　

指
揮
者　

星
野　

洋
平

　

１
番
員　

戸
丸　

卓
英

　

２
番
員　

横
坂　

彰
彦

　

３
番
員　

宮
田　

裕
樹

　

４
番
員　

星
野　

拓
生

第 3分団選手第２分団選手

　

５
月
30
日
（
水
）「
ご
み
ゼ
ロ
」

の
日
と
し
て
毎
年
、
片
品
村
建
設

業
協
会
が
道
路
清
掃
や
ご
み
拾
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
役
場
前
で
出
動
式
を

行
っ
た
後
、
村
内
各
地
区
に
分
か

れ
て
道
路
の
状
態
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

清
掃
作
業
で
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ

52
袋
、
空
缶
37
袋
、
ビ
ン
10
袋
、

そ
の
他
粗
大
ご
み
を
収
集
、
道
路

鏡
清
掃
64
基
で
し
た
。

　

今
年
も
携
帯
電
話
の
災
害
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
現
場
の

情
報
を
更
新
し
な
が
ら
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。 食品放射能測定結果についてお知らせ

６月に実施しました村内採取の山菜・野菜等の食品
放射能測定結果についてお知らせいたします。

※測定結果につきましては、いずれの品目も不検
　出で安全でありました。

※5 月 29 日（火）～ 6 月 7 日（木）にかけて村
内 122 箇所の地上 100cm 地点の放射線量測定
を行いました。
　結果につきましては次の通りであり、いずれも国
の定める基準値 0.23ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時間を超える地
点はありませんでした。
▼住宅地0.052～ 0.187
▼住宅地外0.054～ 0.173
▼村全体の平均値0.110
　なお、使用測定器につきましては、利根沼田県民
局より借用しました『シンチレーションサーベイ
メータ』により測定しました。
　この数値を基に国に指定されている「汚染状況重
点調査地域」による汚染計画の「面的な除染」の実
施の有無について関係機関と協議を行う予定です。

品　　目
アスパラガス
フキ
ワラビ
ニラ
玄米
小麦
ミズナ

場　　所
土出
東小川
花咲，東小川
鎌田
鎌田
村内
須賀川
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ニュース

広 報 か た し な        H24 . 7

新
役
員
の
紹
介

６
月
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ニュース

07 広 報 か た し な        H24 . 7

三
山
で
山
開
き

　

去
る
６
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で

の
７
日
間
、
６
月
定
例
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。条
例
の
制
定
、一

部
改
正
、
24
年
度
補
正
予
算
な
ど

の
重
要
な
議
案
が
審
議
さ
れ
、
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
関
係

・
片
品
村
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定
　

群
馬
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
施

行
を
踏
ま
え
、
本
村
の
暴
力
団
の

排
除
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定

め
、
村
、
村
民
、
事
業
者
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
暴
力

団
の
排
除
に
関
す
る
基
本
的
な
施

策
を
定
め
る
も
の
で
す
。

・
片
品
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
設
置

し
、よ
り
一
層
、農
林
水
産
業
へ
の

被
害
防
止
を
推
進
す
る
も
の
で

す
。

・
片
品
村
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴

い
外
国
人
登
録
に
関
係
す
る
条
項

を
削
除
す
る
改
正
で
す
。

・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す 桑原和一さん

　

日
本
百
名
山
に
数
え
ら
れ
て
い

る
武
尊
山
（
６
月
15
日
）、
日
光

白
根
山（
６
月
20
日
）、至
仏
山（
７

月
１
日
）
の
山
開
き
が
そ
れ
ぞ
れ

の
登
山
口
で
行
わ
れ
、
地
元
の
観

光
産
業
の
発
展
と
登
山
者
及
び
関

係
者
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏

山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
登

山
の
際
は
事
前
に
し
っ
か
り
と
し

た
計
画
を
立
て
、
安
全
で
楽
し
い

登
山
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

第
60
回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
兼
第
18
回
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

　

６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
全
議

員
の
同
意
を
得
て
、
土
出
の
星
野

宏
彦
さ
ん
・
幡
谷
の
桑
原
和
一
さ

ん
が
、
片
品
村
公
平
委
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
任
期
は
平

成
24
年
６
月
11
日
か
ら
４
年
間
と

な
り
ま
す
。

　

２
名
の
委
員
さ
ん
に
は
、
今
後

片
品
村
の
人
事
行
政
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

　

６
月
11
日
（
月
）
サ
エ
ラ
Ｃ
Ｃ

尾
瀬
に
於
い
て
、
標
記
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
朝
は
晴
天
に
恵
ま
れ
ま

し
た
が
、
午
後
か
ら
は
雲
に
覆
わ

れ
肌
寒
い
天
候
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
区
選
手
・
一
般
参
加
者
を
含

め
総
勢
１
２
０
名
が
和
気
あ
い
あ

い
の
中
に
も
真
剣
な
プ
レ
ー
で
終

日
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

★
村
民
ゴ
ル
フ　

登り初めをする参加者

片
品
村
公
平
委
員

星野宏彦さん

名水サミット

尾瀬かたしな
2012
8 月
名水サミット 13:10～
基調講演：菅原文太

山村と都市の絆

3
名水まつり
文化センター周辺
10:30から開催

8/3同時開催

in

みなさま ご家族おそろいでお出かけください

金

　

優　

勝　

川
田　

貴
広（
８
区
）

　

準
優
勝　

須
藤　

芳
司（
４
区
）

　

第
３
位　

植
田　

浩
二（
１
区
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
（
70
）

　
　
　
　
　

小
林　

正
雄

★
区
対
抗
ゴ
ル
フ

　

優　

勝　

第
６
区

　

準
優
勝　

第
１
区

　

第
３
位　

第
５
区

各
区
選
手
役
員
の
皆
さ
ん
、
終
日

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

代表者によるテープカット

パット練習する選手のみなさん

る
条
例
の
一
部
改
正

　

片
品
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

員
の
報
酬
年
額
を
２
，
０
０
０
円

に
定
め
、
別
表
に
加
え
る
も
の
で

す
。

・
片
品
村
福
祉
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

所
得
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

一
部
改
正
で
す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
年
少
扶
養

控
除
及
び
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗

せ
分
の
廃
止
に
伴
う
、
福
祉
医
療

資
格
対
象
者
で
あ
る
母
子
家
庭
等

の
、
所
得
制
限
に
よ
る
資
格
認
定

要
件
救
済
措
置
の
た
め
の
改
正
で

す
。

・
外
国
人
登
録
法
廃
止
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定

　

外
国
人
登
録
法
が
本
年
７
月
９

日
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関

係
条
例
を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

　

外
国
人
登
録
法
廃
止
に
伴
う
群

馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更
協
議
で
す
。

・
専
決
処
分
の
承
認

　

片
品
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
専
決
処
分
し
た
こ
と

の
承
認
で
す
。

・
専
決
処
分
の
承
認

　

片
品
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
専
決

処
分
し
た
こ
と
の
承
認
で
す
。

◎
補
正
予
算

　

平
成
24
年
度
の
各
会
計
の
補
正

予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
一
般
会
計（
第
１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、そ
れ
ぞ
れ
５
，１
６
０
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
33
億
８
，
５
６
０
万

円
に
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
を
３

３
５
万
８
千
円
、
諸
収
入
を
12
万

５
千
円
減
額
し
、
地
方
交
付
税
を

４
，７
８
９
万
２
千
円
、県
支
出
金

を
７
１
９
万
１
千
円
増
額
し
ま
し

た
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
の
総
務
管

理
費
を
１
，３
６
７
万
３
千
円
、民

生
費
の
児
童
福
祉
費
を
４
８
６
万

円
、
土
木
費
の
住
宅
費
を
６
０
０

万
円
、
教
育
費
の
保
健
体
育
費
を

６
３
３
万
８
千
円
、
災
害
復
旧
費

の
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
を

１
，４
０
０
万
円
、な
ど
に
つ
い
て

増
額
し
ま
し
た
。

・
村
営
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

　

国
有
林
の
使
用
許
可
更
新
申
請

業
務
委
託
費
と
し
て
19
万
円
を
増

額
し
ま
し
た
。

・
下
水
道
事
業
等
特
別
会
計
（
第

１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
70
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億

１
，２
２
０
万
円
に
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
農
業
集
落
排
水
施
設

機
能
強
化
事
業
に
係
る
県
補
助
金

の
増
額
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
は
、
建
設
費
で

同
事
業
に
係
る
調
査
委
託
料
の
増

額
で
す
。

◎
一
般
質
問

　

２
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

・
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
星
野
育
雄
議
員
）

・
全
中
ス
キ
ー
大
会
、
国
体
冬
季

大
会
に
向
け
て
の
「
常
設
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
」に
つ
い
て

・
全
中
ス
キ
ー
大
会
、
国
体
冬
季

大
会
の
規
模
と
資
金
的
な
面
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　
（
飯
塚
美
明
議
員
）

◎
そ
の
他

・
報
告
事
項

　

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
24
年
度

に
明
許
繰
越
し
た
、
小
水
力
発
電

調
査
委
託
事
業
、
村
道
半
瀬
・
下

小
川
線
測
量
設
計
業
務
委
託
、
村

道
６
０
４
２
号
線
舗
装
維
持
修
繕

工
事
、塗
川
橋
詳
細
設
計
委
託
、村

道
越
本
・
花
咲
線
施
工
管
理
業
務

委
託
、
村
道
越
本
・
花
咲
線
災
害

復
旧
工
事
の
６
事
業
、
総
額
８
千

９
３
９
万
５
千
円
の
「
繰
越
計
算

書
」が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
片
品
村
公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
　

星
野
宏
彦
氏（
土
出
）

　

桑
原
和
一
氏（
幡
谷
）

を
片
品
村
公
平
委
員
会
委
員
に
選

任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

◎
陳
情

　

地
方
整
備
局
の
事
務
所
・
出
張

所
の
存
続
を
求
め
る
陳
情

（
国
土
交
通
労
働
組
合
関
東
建
設

支
部
群
馬
県
協
議
会
議
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

◎
意
見
書

　

地
方
整
備
局
の
事
務
所
・
出
張

所
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
四
年
六
月
俳
句
会

教育委員会　８月の諸行事

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 図 書 室 カレンダー  ８月

１９３０年、今日は私の誕生日。父とかわいい妹たち、愛する
恋人に囲まれ幸せなひととき。突然、父が告げた。私は父と母
の子ではないと。  私は誰？私の過去、本当の私‥。２００５年、
地球の反対側に祖母の面影をたどる孫娘。

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日

ケイト・モートン
青木純子 訳

☆生涯学習・社会体育関係
・第 21 回区対抗野球兼町内対抗予選

・かたしな子どもキャンプ
・ヴァイオリン・レッスン・コンサート
・第３回尾瀬戸倉杯グランドゴルフ大会

・村民ソフトテニス大会
・ターゲットバードゴルフ協会月例大会

・第５回尾瀬岩鞍杯グランドゴルフ大会

☆学校関係
・片教研フィールドワーク
・行事をもたない週（家庭の日）

・第 2 学期始業式

◇片小 
・PTA 役員会議②
・夏休み作品展
・校内泳力記録会（中学年）
・校内泳力記録会（低学年）
・校内泳力記録会（高学年）
　「夏休みのたより」などをもとに、交通事故や
水の事故、不審者には気をつけて、規則正しい生
活が送れることを願っております。

◇北小            
・PTA 本部役員会④　　　　　　
　北地区合同運動会会議
・校内水泳記録会
　校内水泳記録会では、子どもたちが練習の成果
を力一杯発揮しますので、ご声援をよろしくお願
いします。

◇南小
・健全育成パン焼き体験
・南小・３区運動会合同会議
・プール納め
　夏季休業中は、家族の一員としての自覚、将来
の社会生活へ順応のため、子どもたちに決まった
仕事を任せていただければと思います。

◇武尊根小
・武尊根ナイトフェスティバル
・運動会役員合同会議
・校内水泳記録会
　今年で 13 回目となるナイトフェスティバルが
PTA 主催で行われます。まだ未定の行事もあり
ますが、各種の出店や八木節踊り、キャンプファ
イヤーなどを行っています。地域のみなさまのご
参加をお待ちしています。

◇片中
・全国名水サミット参加（合唱）
・郡市少年の主張大会
・尾瀬学校（３年）
　全国名水サミットでは３年生が合唱で参加しま
す。また、２学期も様々な行事がありますので、
地域の方々のご協力をお願いいたします。

尾
瀬
学
習
の
取
組

　
　
　
　
　

菅　

沼　

大
竹　

沙　

丈
つ
め
て
母
に
合
わ
せ
て
夏
ズ
ボ
ン

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

つ
り
橋
や
よ
ど
み
に
影
を
く
朴
の
花

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

チ
ェ
ン
ソ
ー
響
く
五
月
の
杉
生
林

　
　
　
　
　

築　

地　

千
明　

治
光

手
馴
れ
た
る
リ
ン
ゴ
の
摘
果
鼻
唄
で

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

戦
死
の
碑
拭
き
し
少
年
遠
い
夏

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

千
曲
川
水
色
う
す
き
わ
さ
び
そ
ば

　
　
　
　
　

花　

咲　

戸
丸　

好
夫

つ
め
ら
れ
て
嘘
か
わ
し
け
り
菜
種
梅
雨

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

峠
路
に
人
目
引
い
た
り
山
つ
つ
じ

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原　

節
子

夏
誘
う
流
線
の
風
フ
ラ
一
人

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

狭
の
村
春
田
の
水
の
光
か
な

　
　
　
　
　

須
賀
川　

星
野
志
ず
子

小
手
鞠
り
や
手
話
で
話
ら
ふ
老
夫
婦

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

朝
ま
だ
き
農
道
蛇
の
通
せ
ん
ぼ

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

珈
琲
の
涌
水
吸
み
て
夏
の
朝

武
尊
根
小
学
校
長　

片
山
雅
資

　

武
尊
根
小
学
校
で
は
、尾
瀬
学

習
を
隔
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、尾
瀬
に
行
く
年
も
あ
り
ま

し
た
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
、

群
馬
県
の
尾
瀬
学
校
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、尾
瀬
学
習
の
年
に
当

た
る
た
め
、６
月
14
日︵
木
︶15
日

︵
金
︶
に
全
校
児
童
12
名
で
実
施

し
ま
し
た
。梅
雨
に
入
り
、
天
候

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、両
日
共

に
天
候
に
恵
ま
れ
、初
夏
の
尾
瀬

を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
14
日︵
木
︶は
、一
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
一
緒
に
、バ
ス
で

鳩
待
峠
ま
で
入
り
、そ
こ
か
ら
徒

歩
で
山
の
鼻
へ
向
か
い
ま
し
た
。

一
年
生
は
、山
の
鼻
で
昼
食
や
見

本
園
の
見
学
を
し
て
、鳩
待
峠
へ

戻
り
ま
し
た
。三
・
四
年
生
は
、

五
・
六
年
生
と
一
緒
に
山
の
鼻

か
ら
牛
首
ま
で
行
き
、昼
食
を
食

べ
て
か
ら
、鳩
待
峠
ま
で
朝
来
た

道
を
戻
り
ま
し
た
。五
・
六
年
生

は
、
そ
の
後
、
竜
宮
・
見
晴
と
尾

忘れられた花園
上・下

　　　　  　　　 　 ６日（月）～
９日（木）･10 日（金）

10 日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　11 日（土）
26 日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　 28 日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　 31 日（金）

10 日（金）

　　　　　　　　　　12 日（日）～ 18 日（金）
27 日（月）

 
28 日（火）

8 月 29 日～ 9 月 4 日
29 日（水）
30 日（木）
31 日（金）

28 日（火）
30 日（木）

７日（火）
27 日（月）
28 日（火）

4 日（土）
20 日（月）
28 日（火）

３日（金）
24 日（金）
31 日（金）

　

瀬
ヶ
原
を
縦
断
し
、東
電
小
屋
に

宿
泊
し
ま
し
た
。こ
の
日
は
、
シ

ラ
ネ
ア
オ
イ
・
チ
ン
グ
ル
マ
な

ど
な
ど
、た
く
さ
ん
の
花
々
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 　

翌
朝
は
、朝
霧
の
中
ガ
イ
ド
の

方
に
案
内
し
て
も
ら
っ
て
、小
屋

周
辺
を
鳥
の
鳴
き
声
を
聞
い
た

り
、植
物
の
観
察
を
し
た
り
し
な

が
ら
、
散
歩
し
ま
し
た
。朝
食
の

後
、
小
屋
を
出
発
し
、
ヨ
ッ
ピ
の

吊
り
橋
を
渡
り
、牛
首
・
上
田
代
・

山
の
鼻
へ
と
戻
り
ま
し
た
。山
の

鼻
で
は
、見
本
園
を
見
学
し
ま
し

た
。ま
だ
流
れ
に
沿
っ
て
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
の
大
群
落
が
見
ら
れ
ま

し
た
。昼
食
を
と
り
、
鳩
待
峠
に

戻
り
、バ
ス
で
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
尾
瀬
学
習
に
際
し
て
、事

前
学
習
を
学
級
や
全
校
で
行
い

ま
し
た
。ま
た
、
地
元
片
品
の
尾

瀬
ガ
イ
ド
の
方
に
は
、ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
動
植
物
や
地
形
な
ど
、

事
前
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。現
地
で
は
、
本
物
を
通

し
て
、と
て
も
熱
心
に
丁
寧
に
分

か
り
易
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
も
す
ば
ら
し
い
体

験
と
い
う
宝
物
を
得
ま
し
た
。

　

事
後
学
習
と
し
て
、こ
の
体
験

学
習
の
ま
と
め
を
し
て
、本
物
の

宝
物
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※午後１時３０分～５時３０分開室

※日曜、祝日　　　はお休みです。

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

夏
木
立
孤
児
の
愛
し
た
時
計
台

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

余
花
の
雨
待
合
室
に
土
地
訛
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

校
庭
の
球
音
ひ
び
く
峡
若
葉

上
毛
ジ
ュ
ニ
ア
俳
壇
人
選
句

　
　

武
尊
根
小
六
年　

三
浦　

紗
加

し
も
ば
し
ら
意
識
し
て
歩
く
登
下
校

　
　

武
尊
根
小
三
年　

星
野　

鈴
佳

き
り
の
中
か
す
か
に
見
え
る
緑
色

　
　

武
尊
根
小
五
年　

桑
原　

佳
那

電
柱
に
カ
ラ
ス
が
と
ま
っ
て
雪
見
て
る

　
　

武
尊
根
小
三
年　

星
野　

結
女

雪
の
下
が
ん
ば
っ
て
い
る
ふ
き
の
と
う

　
　

片
品
小
三
年　
　

千
明
淳
之
介

山
の
は
だ
光
り
か
が
や
く
雪
ど
け
だ

　
　

武
尊
根
小
四
年　

星
野　

葵

て
ま
き
ず
し
色
と
り
ど
り
で
冬
の
花

　
　

武
尊
根
小
六
年　

篠
原　

利
一

ゆ
き
と
あ
め
か
さ
な
っ
て
ふ
る
ほ
た
か
さ

ん
　
　

武
尊
根
小
六
年　

千
明　

慎
也

早
く
お
き
片
品
村
の
朝
を
み
る

雪
残
こ
し　

池
塘
に
映
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

至
仏
山

ブライアン通信
My Last July in Katashina

片品村での最後の7月

Hello, everyone!  How are you doing?  
Recently, the weather has been so nice, 
and I feel very happy.  But I also feel very 
sad.  I am sad because this is my last summer 
in Katashina.  At the end of the summer I will return to 
Montana so I can enter graduate school.  Working at 5 the 
wonderful schools in Katashina changed my future goals.  
Due to my experiences here, I decided that I want to use 
what I have learned and become a teacher in the USA as 
well!  Everyone in Katashina has been so great, and I want 
to thank you all for allowing me to stay with you and 
experience your beautiful village.  Please feel free to 
contact me anytime!  Below is my address in Montana.  
Thank you so much!

Brian McGrath
916 Longstaff
Missoula, Montana 59801
USA

皆さん、こんにちは！お元気ですか？最近は天気がとても良くなっ
てすごく嬉しいです。しかし、逆に悲しみも感じています。その
理由は、私にとって、この夏が片品村での最後の夏になるからです。
夏休みが終わると、大学院に入るために、故郷のモンタナ州に帰っ
てしまいます。私は、片品村の立派な五つの学校で英語を教える
ことで、将来の目標が変わりました。ここでの経験をきっかけに、
皆さんから習ってきたことを活かしてアメリカでも教師になると
決心しました！片品村の住民は本当に素晴らしい人たちです。驚
くほど美しい片品村の生活を体験させて頂き、誠にありがとうご
ざいました。下記にアメリカでの住所が書いてありますが、いつ
でもご気軽に連絡してください。

Brian McGrath
916 Longstaff
Missoula, Montana 59801
USA
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ネギとマイタケのおやき 花咲　石塚としえ　さん

～片品産野菜使用の簡単料理～

て
ん
で
ん
・
て
ん
で
ん
こ

ち
ゅ
う
・
ち
ゃ
・
だ
っ
ち
ゃ

　「
み
ん
な
一
列
に
並
ん
で
、そ
ん
な
に
『
て
ん
で
ん
』
じ
ゃ
だ
め
だ
」。『
て

ん
で
ん
』
と
は
、「
ま
ち
ま
ち
」
と
か
「
別
々
」。「
各
自
勝
手
」
に
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
規
律
正
し
く
並
ぶ
よ
う
に
と
地
域
の
人
か
、

リ
ー
ダ
ー
が
則
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
て
ん
で
ん
」の
語
源
は「
手
に
手
に
」

の
転
訛
し
た
も
の
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
広
く
用
例
を
見
る
と
そ
れ
で
い

い
の
か
な
？
と
い
う
疑
問
も
残
る
。「
て
ん
で
ん
」
の
語
源
は
「
て
ん
て
ん
」

に
有
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
漢
字
に
す
る
と「
点
々
」で
あ
る
。「
そ
れ
ぞ
れ
」

「
ま
ち
ま
ち
」
と
い
う
意
味
が
強
く
、
更
に
「
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う
使
わ

れ
方
も
少
な
く
な
い
と
い
う
事
か
ら
す
る
と
「
て
ん
で
ん
こ
」＝「
点
々
個
」。

「
て
ん
て
ん
」＝「
点
々
」
と
い
う
方
が
理
解
さ
れ
や
す
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
個
性
主
張
の
時
代
「
て
ん
で
ん
」
は
大
い
に
増
長
さ
れ
る
べ
き
と
思
う

反
面
、
程
ほ
ど
に
と
思
う
気
持
ち
も
働
く
。
要
は
、
時
と
場
合
と
い
う
事

だ
ろ
う
か
「
て
ん
で
ん
」「
て
ん
で
ん
こ
」
自
由
奔
放
の
感
じ
の
す
る
響
き

の
い
い
言
葉
で
す
。

我が家の自慢料理

作り方材料（６個分）

○1個分の栄養価　エネルギー：247Kcal　　たんぱく質：5.3ｇ　　　脂質：5.5ｇ　　　食塩：1.3ｇ

○効能

　
こ
れ
こ
そ
片
品
言
葉
の
訛
語
の
代
表
選
手
と
い
う
よ
う
な
言
葉
で
す
。

　「
そ
う
だ
『
ち
ゅ
う
』
ど
」。
こ
れ
は
何
か
人
の
様
子
で
も
聞
き
、
心
配

で
も
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
「
ち
ゅ
う
」
は
「
と
言
う
」
の
早
口
語
で
、

人
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
「
と
言
う
」
で
表
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。「
誰
々

さ
ん
」
と
は
言
わ
ず
に
「
ち
ゅ
う
」「
と
言
う
」
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
奥

ゆ
か
し
い
で
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
「
ち
ゃ
」
で
す
が
、
こ
の
言
葉
は
片
品
こ
と
ば
の

謎
だ
、と
言
わ
れ
た
こ
と
が
何
回
か
あ
り
ま
す
。「
そ
う
だ
っ
ち
ゃ
」
は
、「
そ

う
だ
っ
て
さ
」
の
早
口
訛
語
で
、
言
葉
の
後
の
方
に
「
ち
ゃ
」
と
つ
け
る

か
ら
変
な
の
だ
そ
う
で
す
。
最
初
は
何
を
真
似
さ
れ
て
い
る
の
か
解
ら
ず

「
ち
ゃ
」
と
だ
け
言
っ
て
笑
っ
て
い
る
の
で
す
。
後
で
、
そ
の
話
を
聞
い
て

確
か
に
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。「
ち
ゃ
」「
だ
っ
ち
ゃ
」
と
も
に
訛
語
で
、

し
か
も
人
様
の
言
っ
た
様
に
転
嫁
し
て
い
る
か
ら
解
り
に
く
い
の
で
す
。

　「
ち
ゃ
」
は
、「
と
言
う
」
で
、「
そ
う
だ
っ
ち
ゃ
」
は
、「
そ
う
だ
っ
て
さ
」

の
早
口
語
で
し
ょ
う
。
こ
の
説
明
を
し
て
い
る
、
私
も
片
品
こ
と
ば
が
浸

み
込
ん
で
い
ま
す
か
ら
解
っ
た
よ
う
で
解
ら
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
片
品
村
文
化
財
調
査
委
員
　
　
大
竹
将
彦

片

品

村

の

方

言
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300ｇ

大さじ１

1カップ

５０ｇ

大さじ 1

５０ｇ

３０ｇ

大さじ 2

○ワンポイント
・ホットプレートにのせて、表裏を焦がしてから蓋をしたほうが良いです。

・マイタケは、カルシウムの吸収を助けるビタミン D の効果を持つエルゴステリンを豊富に含んでいま
　す。
・グルカンという多糖類を含んでいて、免疫機能を回復させ、ガン細胞の増殖を食い止める作用がある
　といわれています。

小麦粉・・・・・・・・・・

ベーキングパウダー・・・

水・・・・・・・・・・・

　　味噌・・・・・・・・・

　　砂糖・・・・・・・・

マイタケ・・・・・・・・・

ネギ・・・・・・・・・・・

油・・・・・・・・・・・

平成24年度ぐんま県民カレッジ（群馬県立尾瀬高等学校・自然環境科）

A{

①ボウルに小麦粉とベーキングパウダーを加え、水を入れて捏ねる。少
　し柔らかめになるが 10分ほどねかせておく。

②ネギは小口切りに刻み、マイタケは小さく割いておく。

③6等分した生地を手に水をつけながら丸めると、はり付かなくてよい。

④生地を伸ばして A の味噌をぬり、その上にネギ・マイタケをのせて丸
　める。

⑤ホットプレートに油をしき、焼き上げる。

※蓋をして、蒸らしながら焼くと、
　ふっくら焼けます。

◇地域の学校開放講座◇

各コース４日間、無料
Ａコース 地域の自然観察会
群馬県内の豊かな自然に親しめるよう動植物の観察会やハイキングを行います。
＜日時＞ 　※時間は尾瀬高校集合としていますが、現地集合もできます。

９月 ２日 (日 )　講義・天狗山ハイキング（8:30～ 15:30）
　１１月 ３日 (土 )　皇海山ハイキング（道路状況により変更する場合があります）（8:30～ 16:30）

１月２０日 (日 )　雪上観察会（片品村内を予定）（8:30～ 15:30）
１月２７日 (日 )　野鳥観察会（多々良沼を予定）（8:30～ 16:30）

Ｂコース 自然とふれあおう
毎月第３土曜日に実施しているＧ－ｎｅｃネイチャークラブと共催し、自然遊びや畑づくり、伝統文化などの
体験活動を行います。
＜日時＞　※尾瀬高校の自然環境棟に9:00集合､15:00解散の予定です。

９月１５日 (土 )　食と命をテーマに「ニワトリ解体」
　１１月１７日 (土 )　火をテーマに「竹炭・花炭作り」「たき火」
　１２月１５日 (土 )　しめ縄作り、わら細工、シバ細工

１月１９日 (土 )　まゆ玉づくり、どんど焼き、雪像作りなどの雪遊び
＜申込＞
　■受付〆切：８／３１（金）
　■募集定員：２０人（未成年の方は保護者同伴で申し込み下さい）
　■受付方法：先着順
　■申込方法：電子メール・往復はがき・ＦＡＸにて　　【郵便番号・住所・電話番号（携帯可）・FAX番号
　　　　　　　メールアドレス（携帯可）・氏名・年齢】を明記し、下記申込先までお送りください。
　■申 込  先：尾瀬高校・開放講座係　〒378-0301 群馬県沼田市利根町平川1406
　　　　　　　☎：0278-56-2310　　FAX：0278-56-3720　　Mail：oze-n@oze-hs.gsn.ed.jp
＜その他＞　○各自で傷害保険等にご加入ください。

概　要
　尾瀬高校の特色を生かし、県民の皆さんに自然に親しんでもらう講座です。今年度はＡコース（地域の自然
観察会）、Ｂコース（自然とふれあおう）の２コースについて開催します。どちらか一方の参加も歓迎です。講
座を通して自然に対する知識や考え方を深めてもらうことが目的です。

年
　
金
　
だ
　
よ
　
り

国
民
年
金
保
険
料
免
除
の
申
請
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な

く
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ

り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
30
歳
未
満

の
方
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
の

申
請
を
す
る
と
、
本
人
・
配
偶
者

及
び
世
帯
主
︵
若
年
者
納
付
猶
予

で
は
世
帯
主
は
除
か
れ
ま
す
︶
の

前
年
の
所
得
を
基
準
に
審
査
が

行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と
所
得
に

応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は

一
部
が
免
除
︵
若
年
者
納
付
猶
予

で
は
全
額
の
納
付
が
猶
予
︶
さ
れ

ま
す
。

　

一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免

除︵
４
分
の
１
納
付
︶、
半
額
免
除

︵
半
額
納
付
︶、
４
分
の
１
免
除

︵
４
分
の
３
納
付
︶が
あ
り
、
所
得

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除

の
申
請
が
出
来
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
分
の
３
免
除
、
半

額
免
除
ま
た
は
４
分
の
１
免
除

が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り

の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納

と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
若
年

者
納
付
猶
予
の
申
請
は
原
則
と

し
て
毎
年
必
要
で
す
。た
だ
し
、

全
額
免
除
及
び
若
年
者
納
付
猶

予
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
以
降
分

も
あ
ら
か
じ
め
申
請
︵
継
続
申

請
︶
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︵
失

業
等
に
よ
る
理
由
を
除
く
︶。

　

今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
若

年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け

て
お
り
継
続
申
請
を
し
て
い
な

い
方
、
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け

て
い
た
方
は
、
６
月
で
承
認
期
限

が
切
れ
て
い
ま
す
。引
き
続
き
免

除
を
希
望
す
る
場
合
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。忘
れ
ず
に
片
品
村

役
場
住
民
課
の
国
民
年
金
係
へ

申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
免
除
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
先
は
次
の
と

お
り
で
す
。

渋
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
係

☎
０
２
７
９︵
２
２
︶１
６
０
７



12

おしらせ

広 報 か た し な        H24 . 7

おしらせ

13 広 報 か た し な        H24 . 7

「
駐
車
券
」が
必
要
で
す

お 

し 

ら 

せ

平
成
24
年
『
夏
の
青
少
年
健
全
育

成
運
動
』

▼
実
施
期
間　

　

平
成
24
年
７
月
15
日
〜

　

平
成
24
年
８
月
31
日

▼
推
進
目
標　

　

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
を

守
る
た
め
、積
極
的
に
あ
い
さ
つ
・

声
か
け
を
し
ょ
う
。

▽
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
推
進
し
、

子
ど
も
た
ち
に
健
全
な
ネ
ッ
ト
環

境
を
整
備
し
よ
う
。

▽
地
域
・
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
を

見
守
り
、
犯
罪
と
非
行
の
な
い
夏

休
み
に
し
よ
う
。

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す

▼
期
間　

７
月
11
日
〜
20
日

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
事
故
の
な
い　

群
馬
は
あ
な

た
の
注
意
か
ら
』

▼
運
動
の
重
点

○
高
齢
者
の
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の

〜
片
品
村
・
利
根
町
上
毛
高
原
駅

駐
車
場
〜

　

片
品
村
と
利
根
町
の
住
民
の
皆

様
の
た
め
の
上
毛
高
原
駅
駐
車
場

で
す
が
、
利
用
す
る
際
に
は
駐
車

券
が
必
要
で
す
。

　

駐
車
券
は
役
場
総
務
課
に
あ
り

ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
方
は
必

ず
駐
車
券
を
受
け
取
り
、
駐
車
し

た
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
見
や

す
い
所
に
掲
示
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、利
用
後
は
速
や
か
に

駐
車
券
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

「後期高齢者医療被保険者証の更新について」
8月1日に「後期高齢者医療保険の保険証」を一斉更新します。
  「後期高齢者医療被保険者証」は、村内に住所を有する75歳以上の
人（75歳未満でも、65歳以上の一定の障害者を含む。）に交付されます。
　保険証には、被保険者番号や氏名等のほか、一部負担金の割合（1割
又は3割）が記載されますが、この割合は、前年の課税所得と収入によっ
て決められます。新しい保険証の有効期間は、本年 8 月 1 日から平成
25 年 7月31日までの 1 年間です。新しい保険証の色は、紫色です。8
月 1日以降受診時には医療機関窓口に提示してください。保険証の交付
は、全戸に配布する後期高齢者医療被保険者証交付日程表をご覧の上、
手続きをしてください。
　[ 更新の際に必要になるもの ]
　旧後期高齢者医療被保険者証・印鑑

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）限度額適用・標準負担額減額認
定証の更新について
　限度額適用・標準負担額減額認定証は、村民税非課税の世帯の場合、
受診の際に医療機関の窓口に提示していただくと、受診時の自己負担上
限額と食事代等の負担額が軽減されます。　現在、交付されている減額
認定証の有効期限は平成 24 年 7月31日までとなっており、引き続き
交付を受けるためには、申請が必要となりますので、保険証交付時及び
保健福祉課窓口で手続きをして下さい。
　[ 申請の際に必要になるもの ]
　後期高齢者医療被保険者証・印鑑

短期被保険者証の交付について
　通常、被保険者証の更新期間は１年間ですが、保険料の滞納状況によ
り通常より有効期間の短い被保険者証（平成 25年 1月31日期限）を
交付する場合があります。
　さらに、特別な理由がないのに納付状況が改善しないときは、医療費
がいったん全額負担になる「資格証明書」を交付することがあります。
　▼問い合わせ先
　役場保健福祉課 ☎（58）2115
　群馬県後期高齢者医療広域連合 ☎027（256）7171

［８月１日に高齢受給者証が更新されます。］
　「高齢受給者証」は、国民健康保険の加入
者で 70 歳以上 75 歳未満の人に交付されま
す。
　高齢受給者証には、記号・番号や氏名のほ
か、一部負担金の割合「１割または３割」が記
載されますが、この割合は、前年の所得によっ
て決められます。　８月以降受診時は、国民健
康保険者証と高齢受給者証を忘れずに医療
機関の窓口に提示して下さい。
［限度額適用・標準負担額減額認定証の申
請について］
　国民健康保険高齢受給者証の対象者で、住
民税非課税世帯に該当する方が受診される
場合「限度額適用・標準負担額減額認定証」
の申請をしていただくと、一ヶ月当たりの自己
負担限度額及び食事代が減額になります。
　この制度を受けるには、役場保健福祉課窓
口で申請をしてください。申請後に認定証を交
付します。
［認定証の有効期限］
平成 24年８月１日～平成 25年７月31日
［用意するもの］
被保険者証・印鑑
《70 歳未満の人は受診前に申請してくださ
い。》
　限度額適用認定証を医療機関に提示する
ことで、受診時の窓口での支払が限度額まで
となります。

▼問い合わせ先
役場保健福祉課国保係
☎（５８）２１１５

国　保　だ　よ　り「
応
急
手
当
を
身
に
つ
け
よ
う
」

　

あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
で
起
こ

る
、急
な
病
気
や
突
然
の
け
が
で
、

呼
吸
が
止
ま
っ
た
！
脈
拍
が
触
れ

な
い
！
出
血
が
止
ま
ら
な
い
！
こ

ん
な
と
き
、
あ
な
た
が
行
う
応
急

手
当
が
そ
の
人
の
生
命
を
救
う
た

め
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で

は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

わ
ず
か
な
時
間
に
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
人
が
適
切
に
応
急
手
当

で
き
る
よ
う
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
入

普
通
救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

徹
底
等

※

運
転
者
は
安
全
運
転
を
励
行
す

る
と
と
も
に
、
歩
行
者
は
反
射
材

等
目
立
つ
物
を
身
に
つ
け
事
故
を

起
こ
さ
な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

福
祉
の
仕
事
さ
が
し
を
お
て
つ
だ

い
し
ま
す

○
求
職
登
録
お
よ
び
就
職
の
あ
っ

せ
ん

○
福
祉
資
格
等
の
相
談

○
福
祉
関
係
事
業
所
の
求
人
随
時

受
付
中

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
７（
２
５
５
）６
６
０
０

高
崎
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

☎
０
２
７（
３
２
４
）２
７
６
１

太
田
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

☎
０
２
７
６（
４
８
）９
５
９
９

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の
全
面

施
行
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら
、
こ

れ
ま
で
適
用
が
猶
予
さ
れ
て
い
た

次
の
制
度
が
、
労
働
者
数
１
０
０

人
以
下
の
事
業
主
に
も
適
用
に

な
っ
た
た
め
、
就
業
規
則
の
整
備

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

①
短
時
間
勤
務
制
度

　

事
業
主
は
、
３
歳
に
満
た
な
い

子
を
養
育
す
る
従
業
員
に
つ
い

て
、
従
業
員
が
希
望
す
れ
ば
利
用

で
き
る
短
時
間
勤
務
制
度
（
１
日

の
所
定
労
働
時
間
を
６
時
間
と
す

る
）を
設
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
所
定
労
働
時
間
の
制
限

　

３
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す

る
従
業
員
が
申
し
出
た
場
合
に

は
、
事
業
主
は
所
定
労
働
時
間
を

超
え
て
労
働
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

③
介
護
休
暇

　

要
介
護
状
態
に
あ
る
家
族
の
介

護
そ
の
他
の
世
話
を
行
う
従
業
員

は
、
事
業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
、
対
象
家
族
が
１
人
で
あ
れ

ば
年
に
５
日
、
２
人
以
上
で
あ
れ

ば
10
日
ま
で
、
１
日
単
位
で
休
暇

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
群
馬
労
働
局
雇
用
均
等

室
ま
で

☎
０
２
７（
２
１
０
）５
０
０
９

　

な
お
、
こ
の
駐
車
場
は
27
台
分

の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
混

雑
時
に
は
駐
車
を
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

《
ま
た
、最
近
は
無
断
駐
車
が
多
発

し
て
お
り
、
駐
車
券
を
受
け
取
っ

た
方
が
駐
車
で
き
な
い
と
い
っ
た

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
定
期

的
に
監
視
等
を
実
施
し
、
警
告
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。ル
ー
ル

を
守
っ
て
正
し
く
利
用
さ
れ
る
よ

う
、ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。》　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

れ
た
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
受
講
料　

費
用
は
無
料
（
受
講

者
に
は
講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。）

▼
実
施
時
刻　

各
会
場
と
も
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で
。（
８
時
30

分
か
ら
受
付
。）

▼
申
込
場
所　

各
消
防
署
で
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受

付
。（
電
話
申
込
可
。
土
日
・
祝

日
も
受
付
し
ま
す
。）

▼
申
込
締
切　

定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
中
央
消
防
署　

７
月
22
日
（
日
）

　

定
員
20
名
☎（
２
４
）１
７
３
４

・
西
消
防
署　
　

９
月
９
日 （
日
）

　

定
員
10
名
☎（
６
４
）０
０
０
２

・
東
消
防
署　
　

11
月
18
日
（
日
）

　

定
員
10
名
☎（
５
６
）２
３
０
０

・
中
央
消
防
署　

２
月
24
日 （
日
）

　

定
員
20
名
☎（
２
４
）１
７
３
４
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今
年
も
節
電
の
必
要
性
が
呼
び

掛
け
ら
れ
て
お
り
、
特
に
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
熱
中
症
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。熱
中

症
の
発
生
は
７
月
か
ら
８
月
が

ピ
ー
ク
で
す
。

熱
中
症
と
は

　
高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働

か
な
い
こ
と
に
よ
り
、
発
症
す
る

障
害
の
総
称
で
す
。め
ま
い
、
失

神
、気
分
の
不
快
、吐
き
気
や
こ
む

ら
が
え
り
、
高
体
温
な
ど
の
症
状

が
で
ま
す
。予
防
法
を
知
り
自
分

で
気
を
付
け
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
正
し
い
応
急
処

置
を
知
っ
て
い
れ
ば
救
命
で
き
ま

す
。

ど
の
よ
う
な
と
き
、
ど
ん
な
場
所

で
な
り
や
す
い
か

　
高
温
多
湿
、風
が
弱
く
、日
差
し

が
強
い
環
境
で
、
特
に
急
に
暑
く

な
っ
た
日
は
注
意
が
必
要
で
す
。

屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
も
、
寝

て
い
る
だ
け
で
も
注
意
が
必
要
で

す
。

予
防
法

①
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給
を

す
る
。

保 

健 

だ 

よ 

り
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

②
す
だ
れ
や
打
ち
水
、
扇
風
機
で

熱
中
症
に
な
り
に
く
い
室
環
境
を

作
る
。

③
通
気
性
の
良
い
吸
湿
速
乾
衣
服

着
用
、
保
冷
剤
や
冷
た
い
タ
オ
ル

に
よ
る
体
の
冷
却
な
ど
を
す
る
。

応
急
処
置

①
涼
し
い
場
所
へ
の
避
難
。

②
衣
類
を
脱
が
せ
て
、
水
を
か
け

う
ち
わ
や
扇
風
機
で
煽
ぎ
体
を
冷

や
し
ま
す
。氷
嚢
な
ど
が
あ
れ
ば
、

首
、脇
の
下
、あ
し
の
付
け
根
に
あ

て
て
す
ぐ
下
に
流
れ
て
い
る
血
液

を
冷
や
す
こ
と
も
有
効
で
す
。体

の
冷
却
は
で
き
る
だ
け
早
期
に
行

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

③
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
な

ら
冷
た
い
水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
を
与
え
ま
す
。呼
び
か
け
に
対

す
る
反
応
が
お
か
し
い
と
き
や
応

答
が
な
い
と
き
は
、
口
か
ら
水
分

を
与
え
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。水

分
が
気
道
に
流
れ
込
ん
で
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
危
険
で
す
。

④
自
力
で
水
分
摂
取
で
き
な
い
と

き
は
緊
急
で
医
療
機
関
に
搬
送
し

ま
す
。重
症
の
場
合
は
す
ぐ
に
体

を
冷
や
し
始
め
、
救
急
隊
を
呼
び

ま
し
ょ
う
。

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
観
察
会

命名について

将来は・・・

響きが気に入ったのと、日本人らしい名前にしたかったから。

まわりを明るくできる、活発な女性になってほしい。

さん角田　弘明
つのだ

22歳 （須賀川）ちゃん林　心野美 （越本）

平成２３年　７月２３日（父）友一　　（母）智恵

Fresh
Young

こ　の　みはやし ひろあき

１．何処へお勤めですか 
片品村役場　総務課です。

２．趣味は何ですか
読書・将棋・ゲーム　

７．村民の方へメッセージをお願いします
役場勤めということで、住民のみなさんにお会いすること
も多いと思いますので、よろしくお願いします。

５．好きな異性のタイプ
趣味を理解してくれる人

６．目標があれば教えてください
一日でも早く仕事に慣れたいです。

３．片品をどう思いますか
自然も多く涼しくて良い所
だと思います。

平成2年1月15日生　　（父）育也　（母）辰子

４．村内のおすすめスポットは
尾瀬岩鞍ゆり園　
　

学校及び保育所の給食についての放射性物質測定結果のお知らせ
結果は下表のとおりでした。今後も測定を続け公表していきます。
なお、品目は主菜のみ記述してあります。

※なお、ヨウ素131については、半減期が約8日と短くまた検出もされませんでしたので表には載せてありません。
※放射能測定器は役場農林建設課と花咲の湯にありますのでご予約の上ご利用ください。

平成２４年度  軽自動車税第１期・固定資産税第１期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
軽自動車税 固定資産税 （平成２４年　６月１５日現在）村全体の平均軽自 村全体の平均固定

平
成
24
年
度

利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
職
員
採
用
試
験

▼
採
用
職
種　

消
防
士

▼
受
験
資
格　

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
試
験
方
法

　

第
１
次　

平
成
24
年
９
月
16
日

　
（
日
）適
性
検
査
等

　

第
２
次　

平
成
24
年
10
月
20
日

　
（
土
）体
力
検
査

　

面　

接　

平
成
24
年
10
月
28
日

　
（
日
）

▼
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

　

予
定
期
日　

平
成
25
年
４
月
１

　

日
採
用

▼
申
込
書
の
請
求
及
び
提
出
先

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
総
務

　

課
▼
受
付
期
間

　

平
成
24
年
７
月
18
日（
水
）か
ら

　

平
成
24
年
８
月
３
日（
金
）ま
で

　

土
日
曜
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

　

〜
午
後
５
時
ま
で
受
験
者
本
人

　

が
持
参

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部

　

総
務
課

　

☎（
２
２
）３
１
３
３

　

丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場
運
営
の

日
光
白
根
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

が
、
流
星
群
鑑
賞
の
た
め
に
、
今

年
も
期
間
限
定
で
ナ
イ
タ
ー
営

業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
利
用
し
、
男
女

の
出
会
い
の
場
を
計
画
し
ま
し

た
。

　

高
原
野
菜
収
穫
体
験
と
川
原

で
水
遊
び
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

行
い
、
辺
り
が
暗
く
な
っ
た
頃
、

標
高
２
０
０
０
ｍ
ま
で
上
が
り

ま
す
。

　

天
空
の
星
空
は
想
像
を
超
え

る
眺
め
で
す
。こ
の
機
会
に
是

非
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日　

時　

８
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▼
参
加
対
象
者

　

男
性
・
女
性
と
も
に
25
歳
以

上
の
現
在
独
身
の
方
（
男
性
は

片
品
在
住
者
優
先
）

▼
募
集
定
員　

・
男
女
各
10
名

▼
参
加
料
・
男
性
２
７
０
０
円

　
　
　
　

・
女
性
１
７
０
０
円

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

む
ら
づ
く
り
観
光
課

　

☎（
５
８
）２
１
１
２
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